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2Ap-7　　受動型捕集器による真菌の室内環境での動態解明

　　　　　　　○稲田知佳ら工藤たか子火・芳住邦雄゛・高鳥浩介A*

　　　　　　　け共立女大　　　’“国立衛研）

1.近年汲々の住環境において、アレルギーや住宅汚染、皮膚炭患など真菌による生活環境への影響が注目さ

れている。また生活環境に見られる真菌の研究は少なくないが、我々の被服に付着する真菌の動態についての

情報は乏しい現状にある。そこで、東京都および関東近県の住宅内において被服への付着を考慮にいれながら、

受動型サンプリングによって真菌の動態について検討した。

2.夏期（6月）と冬期（12月）の２期間にわけて調査した。東京都および関東近県在住の夏期96人、冬

期88人を対象に各家庭の居間に１０ｃｍｘ１０ｃｍの綿布を１週間吊り下げ､回収後1 0mlの滅菌水て慎

菌を抽出した。抽出後、ＰＤＡ平板（好湿性・耐乾性カビ用）、M40Y平板（耐乾陛・好乾牲カビ用）の２

穆寒天培地２枚ずつに0. 5mlまき、コンラージ棒で培地全体を塗抹した。この一家庭につき合計４枚の平

板培地を、温度2 Z°Cの培養室内にて培養した。その後発生した真菌の生菌数（CFU）をカウントし、さらに、

複眼の同定をした。

3.ほとんどの家庭で、冬期よりも夏期のほうが約２倍程度緯糸への真菌の付着CFUが多い傾向にあった。こ

れは、Aspergillus群､Penicillimなど少数の真菌を除いて多くの空中浮遊真菌は高湿度を好むことが要因の

一つではないかと思われる。また真菌別に見ると、夏期はCladosporium、MyceliaおよびFusarium等の真菌が

多く見られそのような分布を示したのは調査した夏期が梅雨であり高湿気象であったことが原因しているも

のと考えられる。冬期では、Asperigills nigerおよびAspergills versicolor等が夏期に比べ多く見られた。

この結果は、これらの真菌が耐乾性であることによるためと考えられる。また、今回の実験においてCladosp

）riumおよびPenicillin!が各家庭で主要な真菌であることmi]明し、この結果は、空中真菌のそれとほぼ同傾

向であった。

2 Ap- 8　　　　太陽光照射による染色布の変退色における基質の影響

　　　　　　　　　　　○今泉　麗求　　芳住邦雄’゛樫野悦子* 3

　　　　　　　　　（’共立女大・院　　¨共立女大　f 3共立女短大）

1.染色した布帛の保全に対する環境因子のうち太陽光は最も重要なものといえる。従来、耐光

堅ろう度の評価は、人工光源により促進実験が多＜行われてきているが。本来は、直接的に太陽

光に曝露しての評価も不可欠と考えられる。本研究では、２種類の分散染料を用いて、４種類の

合成繊維の布帛を染色して、基質への影響の検討を太陽光照射によって行う事を目的としている。

2.分散染料の中から、C. |.Disperse Blue-27とC. I.Disperse Blue-165を選定して、ポリエス

テル、ナイロン、トリアセテート、およびアクリルの４種の布帛を染色した。染色条件は、定常

に従って。設定した。本学校舎屋上にて、1999年10月～12月にかけて、雨天の日を避けて継続的

に太陽光に直接曝露した。その際、同時に太陽光中のＡ領域紫外線量およびＢ領域紫外線量を測

定した。一定時間ごとにミノルタ製色彩色差計ＣＲ－２００型により反射スペクトルを測定し、

変退色レベルを色差として求めた。さらに、人工光源としてA領域紫外線蛍光灯を用い、同様の

実験を行った。

3.積算照射エネルギー量と色差の関係を検討したところ、明瞭な基質の影響が認められた。す

なわち、２種類の染料に共通してナイロンでの変退色が最も大きく、次いで、トリアセテート、

ポリエステル、アクリルのほぼ順番で、堅ろう度が高まる事が判明した。さらには、人工光源に

よるＡ領域紫外線量基準での変退色特性との比較では、染料C. |.Disperse Blue-27の特性は、両

者の間にほぼ良好な一致が見られた。一方、染料C. I.Disperse Blue-165では、両者の間には、

明確な相違が認められた。これは、前者での変退色は、Ａ領域紫外線が支配要因であり。後者で

の変退色は、Ａ領域紫外線に加えて可視光領域の作用が大きいものと考察される。
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